
 

 

 

 

               
    

   

  

  新年がスタートして１ヶ月近く経ちました。時が過ぎるのが早いように、３学期は本当にあっと

いう間に過ぎていきます。今年も藤陽中生らしく前をしっかり向いて進んでいきましょう。 

  始業式（WEB）でも紹介しましたが、今年の干支は、正式には『乙巳（きのとみ）』といいます。  

「乙（きのと）」は漸進・進展、そして「巳（み）」は情熱・直進という意味を表します。 

  校長先生は「巳」＝蛇（へび）が少し苦手ですが、不思議と神秘的なものを感じますし、実際に  

見つけると「今日は良いことがあるかも？」と縁起を担いでしまいます。 

  そんな脱皮をして成長をする神秘的な「巳」のように、2025年みなさんの更なる「進展・直進」

を楽しみにしています。 

～母と語る～ （思春期の節目という本から…昨年に続き今年も紹介します） 

夜、母と話をしていました。母は、静かな声で話しました。何の話かというと、入試のことなのです。 

母は、第一志望校に落ちて、第二志望の高校へ行ったそうです。合格発表があった日、一歩も家からでれなくて

泣いていたそうです。だから世間話などで、あの子は入ったとか、この子は落ちたとか、そんな話は一切しません。

今になってみると、あのときのことが、物の考え方に、ひどく役に立ったと言っていました。心のやさしさの大切さも 

よくわかったそうです。いろんな人の気持ちが、いろんな人の立場が、少しでもわかるようになったのは、その時の

体験があったと淡々と話しました。 

母は受験で失敗しました。でもやさしさに磨きがかかったのです。不合格を冷たい目で見ない母をむしろ尊敬 

します。その時は悲しかったに違いありません。人の目を気にしたかもしれません。でも今では、静かな声で話しま

す。年月がそうさせたのでしょうか。 

人間の気持ちは変わるのでしょうか。今ではそれが、心の強さ・やさしさになっているのです。頭のいい、まるで 

失敗を知らない、カッコいい母でなくてもいいのです。やさしさをたたえた母が大好きです。 

  夜、母との話は沢山のことを考えさせてくれました。話の中身から、語っている母そのものから。今夜、母が一層 

好きになりました。母を前より尊敬する気になりました。母にはいろんな体験があるのです。 

  三月に入って、卒業式がすむと、ぼくの志望校の入試があります。今夜、母から聞いた話を胸の中にしまって受験

します。 

  人は長い長い人生を歩いていきます。その間にいろんなことがあるでしょう。思いがけないこともあるでしょう。 

  目の前に迫ってきた入試。これだって、たくさんの出来事の一つのことです。母みたいに心の栄養にしていきたい

ものです。  

   「冬の凍
こおり

、春に遭
あ

えば即
すなわ

ちそそぎ流
なが

る ＝ 苦しい今もいつかは終わる」 →３年生、がんばれ！ 
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２月の行事予定 下校15:35 部活下校17:00 

日 曜 終業 行 事 予 定 給食 部活 

１ 土  クリーン活動   

２ 日     

３ 月 14:35  ○ ✕ 

４ 火 15:10 専門委員会 ○ ○ 

５ 水 15:35 給食WEB申込開始  ○ ○ 

６ 木 15:35 ≪奈良私学入試≫ ○ ○ 

７ 金 15:35  ○ ○ 

8 土     

9 日     

10 月 14:35 ≪大阪私学入試≫ 12○ ✕ 

11 火  【建国記念日】≪大阪私学入試≫   

12 水 15:35  ○ ✕ 

13 木 15:10  ○ ✕ 

14 金 15:35  ○ ✕ 

15 土  給食WEB申込終了   

16 日     

17 月 15:00 全校集会 ○ ✕ 

18 火 15:35 3年生進路懇談（11:45下校） 12○ ✕ 

19 水 11:50 
1・2年生学年末テスト 

3年生進路懇談 
✕ ✕ 

20 木 11:50 
1・2年生学年末テスト  

3年生進路懇談 ≪特選入試≫ 
✕ ✕ 

21 金 11:50 
1・2年生学年末テスト  

3年生進路懇談 ≪特選入試≫ 
✕ ○ 

22 土     

23 日  【天皇誕生日】   

24 月  【振替休日】   

25 火 15:10  ○ ✕ 

26 水 15:35  ○ ○ 

27 木 15:35  ○ ○ 

28 金 15:35  ○ ○ 

※予定の変更がある場合は、『tetoru』などでお知らせいたします。 


